
環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

フレスポ阿波座は、近年若いファミリー世代が増加している大阪市西区立売堀に計画した近隣型ショッピングセンターである。かつて敷地

周辺は縦横に運河が流れ、物流・商い・人を運ぶ拠点として栄えた。木材を立て掛けて売り捌く木材市場の様子が地名「立売堀」の語源となっ

た。地域の中心となる島津公園に隣接する 4街区を一体的にエリア計画した。

【総合的なコンセプト】

―市場の記憶を継承し、文化と賑わいを育むライフスタイルコア―

・ 「立売堀」の場所の文化を未来へつなぐ :「商いの箱が積み重なった立売堀の荷上場」をテーマに、流れや木の箱、木の建ち並ぶイメージを

外観デザイン、外構やインテリアに取り入れ、街の記憶を見える建築として立ち現せた。近隣住民の毎日の生活を支える、現代の市場である。

・ 街並みと調和する環境配慮型商業施設 :大きなボリュームのファサードを店舗毎に分節することで、周囲の街並みとスケール感を調和させ、

商いの店が積み上がる市場の賑わいを街に表出した。箱の上への緑の連続、箱の間からの自然採光や自然換気塔に加え、高効率な設備シス

テムを店舗内に施した。

・ 自然環境を引込んだ健康な商空間 : 眼前に広がる島津公園に向けて設けたテラスや、自然換気も行えるトップライト、共用部の積極的な緑

化により、公園から川へと続く、光と緑の道を内部まで導いた。照明計画と自然光、内部の緑と公園の緑がつながることで、地域の利用者

にとって健やかな居場所を創出した。

フレスポ阿波座
文化・環境・健康でつながるみんなの居場所

建築物概要

▪所在地：大阪市西区立売堀 6丁目

▪建築主：大和リース株式会社

▪設計者：株 式会社竹中工務店 

大阪一級建築士事務所

▪用　途：物販店舗

▪敷地面積：6,115 ㎡

▪建築面積：5,087 ㎡

▪延べ面積：9,625 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 3階

▪CASBEE 評価：Sランク/BEE 値 3.1

▪重点評価： CO2 削減 5.0/みどり・ヒートアイランド 4.0/ 

建物の断熱性能 5.0/エネルギー削減 5.0/ 

自然エネルギー直接利用 4.0

建物断面構成図

Osaka Environmentally Friendly Architecture Award  1615  Osaka Environmentally Friendly Architecture Award

大
阪
市
長
賞

O
saka C

ity M
ayor’s A

w
ard




